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実施・運営方法

※費用合計に占める

経費の内訳(割合)

小牧市文化振興ビジョン

10

担当課

5

教育文化

文化振興課

文化振興係

55

平成３０年度以降

文化・芸術

事業類型 一般

総合的な文化芸術活動を推進する

1

・市内文化団体を育成し組織の活性化を図るとともに、多くの市民が文化活動に目を向け、

参加できる環境づくりをする。

・小中学生に対して、学校だけではできない分野の指導を受けられるようにし、文化活動の

育成を図る。

○２３年度実施内容

・文化協会運営に対する補助金（1,000千円）

総合文化祭

展示の部（美術・文芸）5月24日～30日、展示の部（生花・茶）5月28日～29日

芸能の部　5月29日

職員は、文化協会役員会（毎月１回程度）、小牧の文化編集委員会（年６回）開催のため庶

務事務及び調整を行う。

・文芸協会に文芸誌「駒来」発刊への補助金（380千円）毎月発行

・ジュニア育成文化活動事業委託

伝統文化の指導者として文化協会員を学校に派遣した。ジュニアクラブ化推進委員会の中

で組織された美術と演劇について、成果を披露できる機会を提供した。

助成 32

総合計画

分野別計画

予算区分

担当部事務事業名 文化団体育成助成事業

会計区分
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Ｈ21決算額

一般財源

国・県支出金

対前年比

その他財源

人件費

0

3,696

で組織された美術と演劇について、成果を披露できる機会を提供した。

ジュニア育成文化活動事業委託（551千円）　講師派遣195人（内夏休み文化体験教室12

人）

ジュニア美術クラブ育成事業委託（178千円） 17回実施

ジュニア演劇クラブ育成事業委託（290千円） 29回実施

職員は、学校からの派遣依頼に基づき文化協会と調整し学校に連絡を行う。

○２４年度実施内容

・２３年度と同様に実施する。
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1,672

851

0.50

無

従事者数

人件費

費

用

直接経費

正職員

2,567

0

受益者負担

1,380

0

2,567

69.4

656

0

1,173

5,012

4,335

168.8

4,335

0.50

1,121

531531

0.50

3,696

0.50

1,121

5,012



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

12

1

1,550

H24

1,516

人

9部門14部会の組織が文化活動しており、加盟団体の発表の場である総合文化祭と

文化に関する事業の企画を行い、会員相互のコミュニケーションとレベルアップにつな

がった。また、次世代を担う子どもたちに対して、ジュニア育成文化活動や夏休みこど

も文化体験教室を通して、文化に触れる機会をつくり文化の重要性を伝えた。
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文芸誌「駒来」発行

総合文化祭の開催
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文化協会会員数
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小牧の文化発行
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年年年年

文化協会・文芸協会の会員が固定化及び高齢化している。さらなる発展につなげるた

文化振興課に配属した文化振興指導員による運営・育成指導ができなくなり、市内文

化団体の活動が停滞し、小牧市の文化振興の推進に支障をきたす。
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一次評価のとおり。

改善案等
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方向性の判定

現状維持

判　定　理　由

団体の発表の場である総合文化祭をさらに活性化させて魅力あるものへと内容を充

実させ、次世代を担う子どもたちへ伝統文化が身近に感じられるよう伝え方の工夫を

する。また、文芸協会については、活動が学校に活かされる形になったので、学校等

ともつながりが持てるように指導していく。

年年年年
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結結結結

果果果果

事業実施におけ

る課題等

文化協会・文芸協会の会員が固定化及び高齢化している。さらなる発展につなげるた

めには新しい会員の確保と活動範囲の拡大が必要と考える。

文化協会・文芸協会ともに自立した発展を望むが、市の支援なしでは運営が難しい。

文化振興指導の方法を検討し、団体のさらなる向上をめざす。

方向性の判定


